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❖ラウンドテーブル

高麗大学校民族文化研究所が主導し、2017年から中国海洋大学と共同で開催している東アジア海洋人文フォー
ラムについて、その現状や展望、可能性について議論し、本センターとの今後の連携の可能性について議論
した。同日、午後に開催した若手韓国研究者セミナーの参加学生もオブザーブし、積極的な意見交換が行わ
れた。
⃝参加者

波潟剛（九州大学韓国研究センター副センター長　教授）
Lee Hyungdae（高麗大学校文科大学　教授）
Chong Soonil（高麗大学校歴史教育科　助教授）
Koh Young Ran（全北大学校日本学科　助教授）
李海英（中国海洋大学外国語学院　教授）
Tian Juan（中国海洋大学外国語学院　助教授）

⃝プログラム
10：00～10：10　開会の挨拶　九州大学韓国研究センター副センター長　波潟剛
10：10～10：30　 Introduction to the East Asia Ocean Forum on Humanities

　　　　　　　　高麗大学校歴史教育科助教授　Chong Soonil

10：30～10：50　Future Possibility of the East Asia Ocean Forum on Humanities

　　　　　　　　中国海洋大学外国語学院教授　李海英
11：00～12：00　討論

「東アジア海洋人文フォーラムの現状と可能性」

日時：３月１日（金）10：00～12：00
場所：伊都キャンパス日本ジョナサン・チョイ文化館中山ホール
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次世代の韓国研究者育成を目的とした国際学術研究会を開催した。開催に当たっては世界韓国研究コンソー
シアムの加盟校から参加を希望する大学院生を募った。本学の大学院生も参加し活発な質疑応答が行われた。
第一線で活躍する若手研究者の新鮮な視点が、今後、韓国研究における本センターの国際連携強化に新たな
刺激をもたらす貴重な機会となった。
⃝発表者

Graeme Reynolds（ハーバード大学）		  Lee Hyein（ベルリン自由大学）
Benjamin A. Engel（ソウル大学校）		  Kim Soo Jung（ソウル大学校）
Yu Jeong Ran（高麗大学校）			   Noh Yohhan（高麗大学校）

⃝プログラム
13：00～13：10	 概要説明　九州大学韓国研究センター副センター長　波潟剛
13：15～14：00	� Generations of the Generations: The Circulation and Reception of Hong Man-jong’s Generations 

of the Eastern Country

	 ハーバード大学　Graeme Reynolds 

14：00～14：45	� Buddhism in the Chŏson Dynasty （1392-1910） Seen through a Buddhist Monk General’s 

Understanding of Buddhism

	 ベルリン自由大学　Lee Hyein

15：00～15：45	 세조명찬 역학서의 간행과 주해방식

	 高麗大学校　Noh Yohhan

15：45～16：30	 손진태（孫晋泰）의『朝鮮古歌謠集』편찬 배경과 체계의 특징

	 高麗大学校　Yu Jeong Ran

16：45～17：30	 Multi-Directional Tug-of-War: Human Rights in US-ROK Relations in the 1970s

	 ソウル大学校　Benjamin A. Engel

17：30～18：15	 대림 2동과 자양4동의 비교분석을 통한 조선족 집거지의 분화 양상 연구

	 ソウル大学校　Kim Soo Jung

若手韓国研究者セミナー
日時：３月１日（金）13：00～18：15
場所：伊都キャンパス日本ジョナサン・チョイ文化館中山ホール
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韓国の技術学習」
＊概　　要：
	 �1970年代の浦項製鉄所建設における日本の技術
協力と韓国の技術学習について報告があった。浦
項製鉄所の建設は、第1期から第4期までに分か
れる。本報告では、各期における技術協力と技術
学習の過程で生起した問題、およびその克服のプ
ロセスが詳細に示された。本報告に対しては、韓
国研究センターの崔慶原准教授から、浦項製鉄所
建設の事例における日本の対韓協力の特異性と普
遍性について質問があった。また、経済学研究院
の水野敦子准教授からは、浦項製鉄所に続く光陽
製鉄所における技術学習の継承について質問が
あった。

《第85回定例研究会》
＊日　　時：平成31年2月15日（金）
　　　　　　13時30分～17時30分
＊場　　所：	�伊都キャンパス・イースト2号館・

E-517
＊共　　催：経済学研究院
＊報 告 者：	�高安 雄一（大東文化大学経済学部 教

授）
＊発表題目：「韓国の雇用許可制」
＊報 告 者：	�黄 在顕（東国大学校食品産業経営学

部 准教授）
＊発表題目：「韓国の6次産業化の現状」
＊報 告 者：	�深川 博史（九州大学大学院経済学研

究院 教授 韓国研究センター長）
＊発表題目：	�「2015年センサスにみる韓国農村社

会の変容」
＊報 告 者：	�趙 佳鈺 ( 全北大学校教授 韓国研究セ

ンター訪問研究院 )
＊発表題目：「集落営農の日韓比較」

《Progress100 国際シンポジュウム2019
「アジアから見た《大学演習林》―その来し
方と行く末―」》
＊日　　時：平成31年2月9日（土）
　　　　　　13時00分～17時30分
＊場　　所：	�九州大学農学部府属演習林・福岡演習

林本部
＊共　　催：農学部府属演習林・大学文書館
＊基調講演：	�李 敦求（韓国・嶺南大碩座教授／ソ

ウル大学名誉教授／元山林庁長官）
＊報 告 者：永島 広紀（九州大学）
＊発表題目：「帝国大学演習林とその史的な展開」
＊報 告 者：藤岡 健太郎（九州大学）
＊発表題目：「大学史アーカイブと大学演習林」
＊報 告 者：槇田 盤（京都大学）
＊発表題目：	�「京大フィールド研所蔵の演習林関係

資料」
＊報 告 者：笠井 美青（北海道大学）
＊発表題目：	�「最近における北海道の災害に関する

研究紹介」
＊報 告 者： 朴 必善（ソウル大学校）
＊発表題目：	�「韓国における大学学術林とその研究

動向」
＊報 告 者：梁 偉立（台湾大学）
＊発表題目：	�「台湾における大学実験林とその研究

動向」
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【参加学生数】
九州大学12名
国立政治大学12名

⃝事前学習（「東アジア社会変動の理解」６月16日〜７月21日、計８回）
CAP in Taipei-Fukuoka での台湾人学生との協働学習に備えた。課題解決の過程を重視した PBL（Problem-Based 

Learning）形式で、共通課題である人口減少と移民、文化遺産の保存に関して、グループ別に問いの設定、ディ
スカッション、参考文献の読解、発表に積極的に取り組んだ。また、台湾の歴史と政治・社会について基礎
知識を習得した。

⃝ CAP in Taipei-Fukuoka

共通課題である人口減少と文化遺産の保存について、福岡市と台北市を行き来しながら、フィールドワー
クを行い、ディスカッションした内容をプレゼンテーションした。共通課題を抱えているが、異なる対応を取っ
ている両社会を比較検討することを通して、課題への理解を深めることに重点を置いた。

⃝成果
（1）	� 本学から参加した学生12名のうち、９名が英語圏と中国語圏への長期留学を希望するようになった。本

プログラムがグローバル人材へのファーストステップとしての機能を果たしていることを確認できた。
（2）	� 人口減少と移民、文化遺産の保存という共通課題に対し、日本と台湾の学生がそれぞれの観点から問題

を提起することで受け身の授業では決して得ることができないアクティブな学びを経験できた。福岡市
と台北市を行き来しながら、ディスカッションとインタビュー、資料調査を行い、議論を発展させてい
く協働学習を実施できた。
・人口減少と移民
　�　福岡で日本と台湾の学生が問題を設定し、ディスカッションとプレゼンテーションした内容をもとに、

台北では両国の学生が協力して外国人労働者にインタビューを実施した。また、外国人労働者を支援す
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Honolulu Star Advertiser では、デジタル化が進む現代社会において新聞の存在意義と望ましいジャーナリ
ズムの役割について議論が行われた。Hawaii Coffee Company では、学生が同社の市場調査様式を用いて
街頭で調査したデータをもとに議論を進めた。同社のマーケティングマネージャーとともに調査結果を
戦略につなげる方法などをめぐって議論を交わした。企業から提示された課題は以下のとおりである。

■ CAP in Seoul-Fukuoka

【期間・場所】
２月12日（火）〜２月19日（火）in Seoul ＠高麗大学（韓国）
２月19日（火）～26日（火）in Fukuoka ＠九州大学

【参加学生数】
九州大学15名
高麗大学15名

⃝事前学習（「韓国社会の理解」12月８日〜１月26日、計８回）
CAP in Seoul-Fukuoka での韓国人学生との協働学習に備えた。課題解決の過程を重視した PBL（Problem-Based 

Learning）形式で、共通課題である少子高齢化と外国人労働者受入れ問題、災害と安全に関して、グループ別
に問いの設定、ディスカッション、参考文献の読解、発表に積極的に取り組んだ。また、日韓関係や韓国の
政治・社会について基本知識を習得した。

⃝ CAP in Seoul-Fukuoka

少子高齢化と外国人労働者受入れ、災害と安全という共通課題について、福岡市とソウルを行き来しながら、
フィールドワークを行い、ディスカッションした内容をプレゼンテーションした。共通課題を抱えつつも、
異なる対応を取っている両社会を比較検討することを通して、課題への理解を深めることに重点を置いた。

Honolulu Star Advertiser: Investigate newspapers’ market situation in your country and 
propose the direction newspapers need to take for the future, and what they should do. 
(How the newspaper can survive in the digital age.)

Hawaii Coffee Company: Investigate coffee market situation in your country and propose a 
marketing strategy.  Based on research of consumers’ attitude and usage toward 
packaged coffee prepared at home.
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⃝成果
（1）	� 本学から参加した学生15名のうち、９名が長期留学を希望するようになった。本プログラムがグローバ

ル人材へのファーストステップとしての機能を果たしていることを確認できた。
（2）	� 少子高齢化と外国人労働者受入れ、災害と安全という共通課題に対し、福岡とソウルで、ディスカッショ

ンとフィールドワークを行いながら、議論を発展させる形で協働学習を行った。
・少子高齢化と外国人労働者受入れ
　�　福岡では、ソウルと福岡での講義とフィールドワークした内容をもとに、問題設定を行い、ディスカッ

ションとプレゼンテーションを行った。韓国では安山市の多文化地区と外国人支援センターを訪問し、
多文化社会をめざしている韓国社会の現状を直接見て回ることができた。福岡では外国人労働者受入れ
を盛り込んだ入国管理法の改正（2019年４月に施行）を受けて、外国人就労支援を行ってきたインター
アジアという地元の企業を訪問し、同社が行っている取り組みを調査できた。それをもとに、日韓学生
が混合グループをつくり、日韓両社会のダイバーシティをどのように実現するかについて、学生自ら課
題を提起し、学びを深めていく貴重な体験ができた。

・災害と安全
　�　福岡とソウルで、災害と安全について、日韓両国の災害への対応を比較しながら学ぶことができた。

韓国では人災といえるセウォル号沈没事故への対応を、日本では熊本市を訪問し、地震への対応と復興
事業について市役所の説明を受け、最も被害の大きかった益城町を訪問し、復興への住民参加などにつ
いて学ぶことができた。防災や減災の観点を重視しながらも、事故後の対応について現場で学び、その
改善策を探る時間となった。

（3）	� 福岡で実施したビジネスワークショップでは、住友商事九州株式会社、RKB 毎日放送株式会社の協力を
得て実施した。事前に企業から与えられたテーマに基づいて、グループごとにプレゼンテーションを行い、
企業の方からコメントを頂く大変貴重な機会となった。地元の企業との連携を図り、地域をあげての人
材育成に取組んだ。各企業が事前に提示したプレゼンテーマは以下の通りである。
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（4）	� ディスカッションは、全て英語で実施し、その協働学習の成果を英語でプレゼンテーションすることで、
英語によるコミュニケーション能力を高めることができた。

� （韓国研究センター准教授　崔慶原）

◆ビジネスワークショップ プレゼンテーション（福岡）
※参加前の２ヶ月間にわたりグループ調査・研究、プレゼンテーション準備
　・住友商事九州株式会社
　　東アジアをつなぐ新しいビジネスプラン

　・RKB 毎日放送株式会社
　　現代の若者の恋愛事情をテーマにした番組の提案
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整えるべきだと主張しました。しかし、台北駅で外国人労働者と話し合った内容をもとに、今度は、言語能
力が十分でない人々にも門戸を開くことは可能だということや、仲介業者に支払うお金の負担が大きいこと
から、その軽減のために対策が必要であること等を発表しました。

フィールドワークと議論を重ねた末、出した結論は、最初の問題意識とはずいぶん異なるものになってい
ました。この学びのプロセスから、私はこの外国人労働者受け入れ問題について、自分なりの見方を持つよ
うになりました。それを実感できたのは、台湾から帰ってからです。帰国してからしばらく経つと、秋から
日本では外国人労働者の受け入れについて活発な議論が行われました。私は夏のディスカッションを思い起
こしながら、受入れの拡大を進める立場と、その必要性を認めつつもまずは受入体制の完備を訴える立場の
意見に注目しました。いつの間にかその政策論争に対して、ちゃんと自分の意見をもって考えている自分に
気付くことができました。確実に、今回のプログラムでの経験が、社会問題とそれに対する取り組み方に対
する見方を変えてくれたと思います。と同時に、国会での論争をみながら、夏の私たちの議論では捉えきれ
なかった、外国人労働者の処遇やその子供たちへの支援のような課題にも続けて関心を持って取り組んでい
きたいと思いました。

‘A travel of Caring and Broaden horizons’
� 国立政治大学 経済学部１年　黃 怡華　

台湾政府が外国からの移民労働者の入国を許可するようになってから、私の故郷桃園を見ても、毎日駅が
移民労働者でいっぱいで、また通りにも移民労働者の開いた店がだいぶ増えてきたことがわかります。しかし、
今まで私は、外国人労働者たちについては、老人の介護や子供の世話をしたり、工場で働いて、休日に台北
駅に集まり、同じ国の人同士で休日を楽しむ人たち、という程度の浅い認識しか持っていませんでした。

今回、移民労働者の賃金問題、仕事及び生活環境、彼らの社会観や、日本と台湾の外来文化に対する態度
などについて、ディスカッションするなかで、特に日本の学生たちが私たちに投げかけてきた疑問が興味深かっ
たです。「これほど移民労働者がいるけれども、あなたたちのナショナルアイデンティティに何か影響を及ぼ
していますか」という質問です。台湾は日本のような国家意識の強い、単一民族国家ではありませんから、
この問題は、台湾人とは何か、台湾の特徴とは何かなど、私が時々思い悩んでいるものとほぼ同じです。で
すが、台湾のナショナルアイデンティティは歴史上の問題で、決して外国人労働者が原因ではないと思いま
した。このような日本の学生の質問に答えていくうちに、この課題に対する自分の認識が深まりました。ま
た挙げられた課題の解決方法について考えるなかで、外国人労働者を守る法律や政策がまだ不十分であるこ
とがわかりました。

ファーストステップとしての協働学習
� 九州大学経済学部２年　牛島　大貴　

私は、１年の夏に参加した CAP in Busan-Fukuoka で、韓国の学生と議論した内容を約100名の前で、英語で
プレゼンテーションする経験をいただきました。私にとっては初めての物凄く大きな体験で、これまでの学
習への姿勢を変える転機となりました。しかし、その準備過程は私にとってハードルの高いものでした。ま
さに悔しさと喜びが入り混じった体験でした。韓国の学生が英語で話すのを聞き取って理解することは出来
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るものの、いざ自分の意見を求められると英語でうまく伝えることが出来ず、とても悔しかったことを覚え
ています。しかし、夜遅くまで英語でやり取りしながら、最終プレゼンテーションまで漕ぎ着けたことで、
自信につながりました。

プログラムの修了後に実施された事後アンケートで、協働学習について聞かれた部分がありました。「自分
の意見を持つことの大切さを学んだ」、「自分の考えを正確に伝えることは本当に難しいことだと思った」、「英
語の上手さより、発言する中身が重要であることに気づいた」という答えがありました。これらを一つの言
葉で表すと、「発信力の重要性」ではないかと思います。受身の姿勢で講義を聞いて学ぶ時には、感じること
ができなかった部分です。ただ相手の話にうなずくのではなく、自分の頭で考え、疑問を持ち、質問しながら、
教え合う協働学習であるからこそ、自らの意見を伝えることが重要であると気づくことが出来たと思います。
これらは日本人同士での議論においても重要ですが、特に海外の学生との協働学習であるからこそ、心がけ
なければならないことでした。協働学習の相手が言語やバックグラウンドの違う外国人であるからこそ、もっ
と日本社会の状況について事前に勉強し、それを発信することが求められることに、その時深く気づかされ
ました。

今回のこの報告の準備のためにプログラムを振り返りながら、何をするために海外に出ていくのか、どの
ような準備が必要なのかについて、もう一度考える機会をいただきました。いろんなことを学んで吸収する
ことはもちろんですが、自分が持っているものをどのように発信していくかをより重視しないといけないと
感じました。

協働学習を通じて学んだ日本
� 高麗大学史学科３年　パク・ヒョグン　

この CAP プロフラムで最も印象深かったのは、福岡で行われたビジネス・ワークショップです。私は住友
商事九州を訪れ、ベトナムに韓国アパレルのアウトレット、KLAND（ケイランド）を立ち上げるビジネス・
プランを発表しました。発表の2か月前に会社から「東アジアをつなぐ新しいビジネス・プランを構想せよ」
というテーマを予め与えられており、チーム・メンバーと一緒に練り上げた内容でした。発表を準備してい
きながら、経営に関する知識を得ることもできましたし、また、ベトナム現地法人で勤務した経験のある会
社の役員の方から直接フィードバックをもらうこともできましたので、事業を具体化するときに考えなけれ
ばならないことは何かについていろいろと学ぶことができました。

ハワイで行われた Academic Presentation Class では、より深い議論ができました。私が所属したグループは
「Nationalism（ナショナリズム）」という、多少敏感なテーマについて一緒に議論しながら発表を準備しました。
「America First」や「中国の夢」のように自国優先主義を掲げる状況の中で、どのようにすれば人類の普遍的
価値を市民教育で具現化できるか、そのために克服しなければならない課題には何があるのかについて一緒
に悩みました。議論を重ねながら、国が国民たちに Nationalism を強要して行ってきた非道徳的な歴史的事件
について互いの意見を交わしました。このような過程を経て、私たちは「国によって強要された Nationalism

は正しくない、自分の国家観は自分で決めなければならない権利だ」という結論にたどり着きました。韓国
人はよく、日本は近くて遠い国だといいます。旅行や経済的交流という皮相的側面からは親しく感じられま
すが、両国の人同士で奥深い話や議論をする機会は少なかったからだと思います。私にとって CAP プログラ
ムでの経験は協働学習を通じて日本をより深く理解することができたチャンスだったと思います。

� （報告会での発表から抜粋）
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１月25日	 	 アジア太平洋カレッジ報告会開催
２月９日	 	 �Progress 100「アジアから見た《大学演習林》―その来し方と行く末―」シンポジウ

ム開催
２月12日	 	 アジア太平洋カレッジ CAP in Seoul-Fukuoka を実施（～２月26日）
２月15日	 	 第85回定例研究会
３月１日	 	 �韓国研究センター主催・ラウンドテーブル「東アジア海洋人文フォーラムの現状と可能性」、お

よび「若手韓国研究者セミナー」開催
３月２日	 	 �韓国研究センター主催・国際学術ワークショップ「近現代の東アジア社会における『学歴／学

校歴』の位相」開催
３月17日	 	 永島広紀教授　台湾出張、国立台湾大学農学院林学系を表敬（～19日）

佐賀県立唐津東中学校来所
　深川センター長の出身校でもある唐津東中学校の学生20名が体験授業のため韓国研究センターを訪問しま
した。永島副センター長が「九州大学で『アジア』を学ぶ」と題する模擬授業を行いました。









112

九州大学韓国研究センター年報編集委員会
深　川　博　史（韓国研究センター長／大学院経済学研究院教授）

永　島　広　紀（韓国研究センター副センター長・韓国研究センター／共創学部教授）

波　潟　　　剛（韓国研究センター副センター長／大学院比較社会文化研究院教授）

森　平　雅　彦（韓国研究センター教授／大学院人文科学研究院教授）

元　兼　正　浩（韓国研究センター教授／大学院人間環境学研究院教授）

李　　　相　穆（韓国研究センター准教授／大学院言語文化研究院准教授）

水　野　敦　子（韓国研究センター准教授／大学院経済学研究院准教授）

崔　　慶　　原（韓国研究センター准教授）

江　上　賢一郎（韓国研究センター助教）

韓国研究センター年報　Vol.19
� 2019年３月29日発行

編集発行　　九州大学韓国研究センター
　　　　　　〒819－0395 福岡市西区元岡744番地
　　　　　　TEL  092－802－2027

発 行 人　　深　川　博　史

印　　刷　　城島印刷株式会社




